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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　社会福祉協議会（以下、社協という。）は、「地域住民と専門職のパートナーシップにより地域を基盤にして多様な生活課題を解決し、これを通して地域づくりをすすめる」ことを使命とする「公共性と自主性を有する民間組織」である。
○　社会福祉法では、地域福祉の推進を図ることを目的とする団体として位置づけられ、市町村、都道府県、全国の各段階に設置するものとされ、全国ネットワークを有した組織である。ほぼ100％に近い組織が社会福祉法人化されている。
○　また、市区町村社協の多くが、校区福祉委員会、地区社会福祉協議会等、より住民に身近な学区や自治会等の小地域を圏域に住民福祉活動をすすめる組織が設置されている。
○　市区町村社協は、地域住民、民生委員・児童委員、社会福祉施設、ボランティア・ＮＰＯ団体や保健・医療・教育などの地域の関係機関、及び行政の参加によって組織されている。なお、関係行政庁が支配する事態を避ける趣旨から、関係行政庁職員は役員総数の５分の１を超えてはならないこととされている。
○ 市区町村社会福祉協議会では、地域の実情に応じて、在宅福祉サービスのほか、多様な事業を展開している。特に、日常生活自立支援事業や生活福祉資金貸付事業などへの取り組みを通じて、地域住民にとっての福祉相談の窓口となっている。 
○ また、近年においては、日常の住民福祉活動を通じた要援護者支援の体制づくりや災害時における全国ネットワークを活かした災害ボランティアセンターの運営などへの取り組みも積極的に行っている。
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